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昨年4月に竣工して5月から事業を開始し

た「MUGEN」ですが、その2階で新規事

業として開始したグループホーム「夢幻」

（日中サービス支援型共同生活援助/定員

10名）が、開設して1年経ちました。

夢幻は、当会のミッションである長期入

院者の退院促進支援を進めていくなかで、

高齢化・重度化等により再入院となったま

ま時間が過ぎていくような人が出てきたこ

とに対する、私たちの「この人たちを精神

科病院で死なせたくない」との強い思いが

出発点となりました。開設以降の利用者10

名の平均年齢は63歳ですが、精神科病院へ

の平均入院期間は21年です。つまり「人生

の3分の1を病院で過ごしてきた人たち」が

利用者のイメージで、30年以上の入院期間

を持つ人も2名います。

重度化についても、グループホームの入

居者に付く「障害支援区分」（非該当と区

分1～6のうち数字が大きくなるほどより手

厚い支援が必要であることを示すもの）が、

巣立ちホーム全体での平均が3.4のところ

夢幻では5.1と、かなり高い数字となりま

す。すぐそばにあるドン・キホーテに歩い

て買い物に行けない（自力で50メートル歩

けない）人が半数弱、また常時の失禁対応

が必要な人が２名と、これまでは中心とし

て扱ってこなかった介護支援が必要不可欠

です。一方で半数以上の利用者がこの間に

精神科病院に再入院しているなど、精神疾

患へのケアも欠かせません。

これまでの巣立ちホームは「アパート

型」つまり全ての居室は普通のアパートの

部屋です。それに対して夢幻は「共同住居

型」つまり玄関とリビングルーム・トイ

レ・風呂が共通で、各個室内にはベッドと

棚とテーブルだけがあるような作りになっ

ています。アパートでは支援の目が届かな

い部分にも目が届きます。朝食と夕食を

365日提供し、夜間には夜勤も配置して24

時間のケアを提供しています。

とはいえ、日々の生活を送るという点で

は、夢幻でも巣立ちホームでも変わるとこ

ろはありません。支援の質と量が違ってく

るだけです。「その人に必要な質の支援が

過不足なく提供できれば、誰でも地域で自

由に自分らしく生活を送ることができる」、

このことを日々証明しているのが当事業所

だと思います。

夢幻の玄関に鍵はなく、門限もありませ

ん。利用者皆が「ここにいたい」と思い続

けていられるよう、職員一同頑張っていま

す。

（巣立ちホーム/夢幻 管理者 長門）

新 事 業 所 「 夢 幻 」 開 設 後 1 年 を 経 過 し て
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昨年のクリスマス当日、皆さんはどの

ように過ごしていましたか。私はサザン

の鏡が沢山あるお部屋で勉強会に参加し

ていました。テーマは木村真実弁護士に

よる「子どもたちの今と、地域で大人が

できること」についてです。勉強会は木

村氏の「なぜ弁護士である自分が子ども

の問題に取り組んでいるのか」という、

とても印象的な自己紹介のストーリーか

ら始まりました。

インパクトその①「半年で市役所を辞

め、青臭く生きていきたいと思い、〇年

浪人した末に司法試験に合格」この時点

で木村氏のファンになったのは、私だけ

ではないはずです。

インパクトその②「暴力とは、可能性

を奪うこと！」ここでは、ガルトゥング

の“構造的暴力”の紹介がありました。「戦

争がないから平和」ではなく、今日食べ

られないことも、自殺を考えざるを得な

い状況も“暴力”である。だからこそ、「た

またま」平和でない状況に置かれている

子ども達に、平和を実現しなければなら

ない—そんな信念をもって、木村氏は子

どもをテーマに活動を始めたのだそうで

す。

インパクトその③「アイスは必ず選ん

でもらう」子どもの可能性を開花させる

には“味方“が必要なのに、その味方がいな

いという不正義が起きている現状。そこ

で木村氏は「子どもの人権」を守る活動

に邁進されます。特に大切な権利として

挙げられたのが次の3つです。

•安心：不安や恐怖をもたずに心を安らか

にいられる

•自信：ありのままの自分でいいと信じら

れる

•自由：大事なことを、自分で自由に選ん

で生きられる

木村弁護士は子どもシェルターを訪れ

る際、必ず複数のアイスクリームを買い、

子どもたちに自由に選んでもらうそうで

す。赤い服に白ひげのお姿が思い浮かん

でしまい、私は思わずうなってしまいま

した。

巣立ち会では、昨年12月から東京都子

供若者シェルター・相談支援事業を開始

しています。木村弁護士とのご縁が今後

も続いていくことを願っています。

（大平）

木村真実氏講演「子どもたちの今と地域で大人ができること」

講演中の木村真実弁護士
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2月20日、国立精神・神経医療センター、

竹田康二先生による「医療観察法」につ

いての研修が行われた。巣立ち会で定期

的に行っている「医療観察法」について

の研修である。今回の研修では、わかり

易い言葉で医療観察法の制度や処遇の流

れをお話しくださり、またそれだけでは

なく医療観察法処遇の現状や背景につい

てのお話も聞くことができて大変興味深

く、また勉強になったところも多かった。

そして改めて改めて繰り返しこの研修を

受けることの意味、必要性を感じた。医

療観察法が「社会復帰を促進することを

目的とする」ということを再認識できた

こと、観察法の流れや処遇について回を

重ねるごとに知識が確実なものになって

いくこと、巣立ち会職員として対象者の

受け入れということに対する壁が、正し

い知識を得ることによって薄くなってい

くこと等が認識できた。

医療観察法の流れも良く理解でき、あま

り知る機会のなかった医療観察法入院の

特徴、対象者の精神科主診断についても

知ることができた。そして、普段なかな

か聞くことのできない「指定医療機関の

声」や「訪問看護ステーションの声」、

「福祉施設の声」等に触れることもでき

た。指定入院医療機関と指定通院医療機

関との人的配分、体制、専門性の違いが

あること、訪問看護では観察と評価の難

しさや再他害行為を意識した支援におけ

る関りの難しさ等種々の視点での支援の

難しさ、福祉施設では受け入れが躊躇さ

れる傾向や賃貸住宅の確保の困難等々。

特に福祉施設においては医療観察法の認

知度の低さが対象者の受け入れの障壁と

なっていることが窺えることを知り、改

めて医療観察法に関する研修の意味と必

要性を改めて実感した。

（斉藤）

触法研修・医療観察法について

国立精神・神経医療センター 竹田康二先生
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三鷹市精神障がい者地域自立生活支援

推進事業（ピアサポート事業）では、毎

年当事者による講演会を実施しています。

2025年度は、誰もが当事者となる防災に

ついて考えようと一般社団法人精神障害

当事者会ポルケ代表理事の山田悠平さん、

理事の相良真央さんをお招きし、講演会

「精神障害のある人の視点から考えるイ

ンクルーシブな防災」を開催しました。

ポルケは、東日本大震災や熊本地震、

2019年東日本台風（台風19 号）などの被

災経験のある精神障害のある方々の聞き

取りをもとに、防災や支援のあり方につ

いて、当事者団体として、提言、発信を

続けています。障害者権利条約の実施

「私たちのことを私たち抜きで決めない

で」という原則のもとに活動している山

田さんが、被災経験者の語りを丁寧に聴

き取り、思いを蓄積してきたこと、それ

は、日常社会の中でも、防災の場面でも

同じであり、最も重要で尊重されるべき

ことであると実感しました。

被災、避難を経験したからこそ語れる、

避難所、在宅避難、どちらにも起こりう

る困難、精神障害や発達障害のある方が

人それぞれではあるけれども、感覚過敏

によるストレス、プライバシー確保、偏

見、適切な情報取得、などに困難を感じ

ることが多いことを理解しました。山田

さん、相良さんが現地で被災者支援を実

践しているなかから、経験からの知恵を

蓄積していくこと、多様な人への理解を

すすめるには、お互いに必要な配慮を伝

えやすくすることと掲げ、障がいのある

人への配慮は、同じく被災した皆への配

慮になると語る言葉に共感し、同時に明

日起こるかもしれない災害に備え続ける

勇気をもらいました。

巣立ち会は2019年台風19号で、利用者

さんが一般避難所で感じた困難、情報収

集や避難支援の困難経験を機に、自分た

ちの援護、避難はまず自分たちでと考え

ました。巣立ち風、MUGEN、サザンが

三鷹市とシンフォニーが調布市、狛江市

と福祉避難所として協定を結び、こひつ

じ舎が調布市と災害時安否確認等の協定

を結んでいます。被災時には、全ての利

用者さんと職員が自助を、そして巣立ち

会の自助が成功すれば、地域での共助を

機能させる役割も担えると考えています。

また、三鷹市では、既存の福祉避難所

では対応しきれない要援護者を想定し、

来年度に向け、特定福祉避難所を含めた

新たな福祉避難所の運営体制を準備して

います。今年度、私も福祉避難所のあり

方検討部会に参加させていただきます。

加えて、国は在宅避難を原則としていま

すが、支援が必要な在宅避難者に支援を

届ける体制も同時に考えていかなければ

なりません。この講演会に参加いただい

ていた当事者、福祉関係者、三鷹市防災

課、三鷹市の自主防（住民協議会自主防

災組織）で活動されている市民の方など

とともに、お互いを理解しながら現実的

で実効性のある備えを続け、誰も取り残

さないインクルーシブな防災の実現を目

指していきたいと思います。 (大野通子)

精神障害のある人の視点から考えるインクルーシブな防災
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みなさんはフェミニスト・アートとい

う存在をご存知でしょうか？恥ずかしな

がら、私はこの作品を見て初めて知りま

した。勿論、フェミニズムやフェミニス

トの存在は知っていたのですが、アート

の分野にもフェミニズムの影響があるこ

とを知り、胸が躍りました。

ムーブメント（運動）やアカデミズム

（社会学）とはまた違う一面を知れたよ

うな気がして、大きなインパクトを受け

ました。芸術だから表現できるもの、

アートだから直観的に訴えかけられるも

の、フェミニズムでは届かない層の方々

にも伝えられるものがあるような気がし

て、新しい可能性に出会ったように感じ

ました。

そして今回は上映会の後に松本路子監

督と上野千鶴子先生のスペシャルな対談

がありました。上野先生の軽快なコメン

トと鋭い質問が、松本監督の作品に対す

る熱い想いを引き出してくれる贅沢なひ

とときでした。上野先生はフェミニズム

の視点から解説をしてくださり、ニキの

人生や作品の理解を深めることができま

した。松本監督は写真家という眼差しか

ら映像や音楽で表現した背景にも言及し

てくださり、ひと味違ったニキの魅力に

触れることができました。これらは、

フェミニズム×アートという異分野がク

ロスする貴重な時間でした。

この物価高の時代。ヨーロッパへの海

外に旅行する機会にはなかなか恵まれな

いかもしれませんが、もし万が一にもそ

んなチャンスが到来すれば、絶対にイタ

リアに行きたいと思います！そしてタ

ロットガーデンに行って、ニキの作品と

その魂に思う存分浸りたいものです。そ

んな日が訪れることを夢見て、日々の業

務に粛々と励みたいと思います。

（大野諒）

映画「Viva Niki タロット・ガーデンへの道」

上野千鶴子氏 松本路子監督と上野千鶴子氏
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今年初めの「巣立ちだより64号」でご

紹介した三鷹市美術ギャラリーでの『心

彩』展覧会を無事に終えることができま

した。2月17日から19日までの3日間で延

べ148名の方が来場され、アンケートでは

9割以上の方から「満足」との高評価を頂

きました。「美術ギャラリーとして見応

えがある」「感動した」といった嬉しい

声も多く、作家の皆様の感性がたくさん

の方の心に届いたことを実感しています。

今年度はこの経験を活かしながら、さ

らなる購入機会の創出に向けて次の２つ

に取り組んでいきます。1つ目は作品の背

景や作家の想いといった「ストーリー」

を丁寧に発信し、作品への愛着が芽生え

るきっかけづくりをすること。2つ目は

「その場で買いたかった」という皆様の

声にお応えし、即売可能な私設ギャラ

リーでの展示会を開催することです。

今後も、ウェブ上で多くの作品に触れ

ていただける体制を整えつつ、利用者の

皆様の経済的自立支援と、個性が輝く場

づくりに邁進してまいります。引き続き、

温かいご支援を賜りますようお願い申し

上げます。 （水野）

※『心彩』は、こころの不調と向き合う方の芸術活動と自立を

支える、巣立ち会運営のアート作品販売サイトです。

３月13日、「ふれあいトーク」が開催

され、今年も86名と多くの方が参加され

ました。「ふれあいトーク」は、三鷹市

が提供する市民講座「リカバリーカレッ

ジ」の学びを発信する年１回のイベント。

リカバリーカレッジは、メンタルヘルス

に関わる課題を自分事として、市民の皆

様と一緒に考えていく学びの場です。記

念すべき20回目のテーマは「私の『好

き』ってなんだろう～心の焚火に集まろ

う～」。好きを『心を温める焚火』にな

ぞらえています。第１部では受講生４名

と市職員が各自の「好き」にまつわる体

験や思いを語りました。第２部は参加者

同士で感想を共有する場を設け、「好き

について話せてよかった」「考えるきっ

かけになった」との声が聞かれました。

また、好きなものへの想いを炎の形の付

箋に書いて、大きな焚火の絵を完成。

「好き」が日々の支えや回復への力にな

ることを分かち合う、温かな時間となり

ました。今後も心の健康について語り合

い、互いの思いを共有できる場として続

けていきます。実行委員の方々、ご参加

下さった皆様、お疲れ様、そしてありが

とうございました。 （古川）

心彩展覧会 ／ ふれあいトーク印象記
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「思春期・青年期の若者に対するシームレ

スな支援体制構築事業」

令和６年度より中央共同募金会「赤い

羽根福祉基金」の助成を受け、思春期・

青年期の若者に対するシームレスな支援

体制構築事業を実施しています。何らか

のメンタルヘルスの不調を有しているが

障害福祉サービスの利用について家族の

理解が得られない、障害福祉サービスの

対象年齢に満たない等の若者に、居場所

の利用や相談面接、学習支援などを行っ

ています。昨年度は本事業を通し、若者

支援のニーズが低年齢化していることが

明らかとなりました。高校生や中学生か

らの相談が増え、休学や不登校といった

早期段階での支援が求められるケースが

多くなっています。従来では相談や支援

に繋がらなかった方々に対し、高校進学

に向けた支援や復学期限までの生活リズ

ム再建など、将来に関わる大切な時期に

速やかに支援を提供できたことは、本事

業の大きな成果です。今年度は助成を受

けられる最終年度となります。活動の総

仕上げとなるよう、引き続き近隣自治体

への成果普及を行い事業化を目指します。

（鈴木美里）

「生活困窮者や若者等に緊急避難場所や相

談・就労体験を提供する事業」

この事業は、①一時避難のための住ま

い 本事業は、①一時避難のための住ま

い提供、②電話やメールを通じた「専門

職によるなんでも相談」、③障害当事者

のアート作品の販売サイト「心彩（ここ

いろ）」の運営という三本柱から成り

立っている。令和7年度は受託して2年目

の年であった。

一時避難のための住まい提供について

は、連携の広がりにより相談件数が増え、

利用者実数において目標値を達成するこ

とができた。「専門職によるなんでも相

談」は、インターネット広告を通じた広

報を実施したことにより、相談件数が飛

躍的に増加した。それに伴い相談内容も

多様化し、広域からの相談に対して適切

な相談窓口の提案が必要となっている。

支援者側のスキルアップを図っていく必

要があると考え、メール相談についての

研修会を実施した。心彩については、

アート作品の制作に関わる関係機関への

働きかけを行なったことで出品数が大幅

に増加した。SNSやインターネット広告

等を用いて広報の強化にも取り組んだ。

また、公営のアートギャラリーにて展示

会を開催し、多くの来場者に実際の作品

を目にしていただく機会をつくることが

できた。今年度は上記に加え、障害をも

つ人や地域住民が楽しみながら交流の機

会をもつことができるイベント開催を加

えて取り組んでいく。 （榎本）

赤い羽根福祉基金 ／ WAM事業

事業WEBサイト
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編集後記

８

巻頭ページにもあるようにグループホーム「夢幻」

の事業が始まってから１年が経過しました。次々に起
こる課題に皆で対処してきた１年だったと思うので、
とても感慨深いです。
今号は他にも講演会や上映会、展覧会等盛りだくさ

んの内容です。なかでも「Ⅴiva Ｎikiタロットガーデン
への道」の上映会を観て、ニキ・ド・サンファルが自
分の運命を受け入れることでそれを芸術へと昇華させ
ていく、その生き方に感銘を受けました。
正気を保ちつつ自然の流れに抗うことなくすべてを

受け入れること、そうできればいいなあと思う今日こ
の頃です。 （山本）

巣立ち会 賛助会からのお知らせ
巣立ち会 賛助会 令和７年度収支報告

【令和7年度・令和8年度分として 順不同】

会田孝太郎様、青木鉄次様、阿部康代様、石森宏志様、伊東暁子様、井上征治様・廣子様、

株式会社ウィズユー與那覇五重様、江戸川啓司様、大坪節子様、岡﨑秀昭様、小澤洋一様、

小野正枝様、加藤力弥様、加藤佐敏様、熊井秀哲様、熊谷スミエ様、小林靖宜様、櫻井錠治様、

櫻森輝文様、佐藤弘章様、島本禎子様、白内美和子様、高坂正男様、高田美智子様、竹内節子様、

多摩たんぽぽ介護サービスセンター 千葉信子様、田村博様、塚本優子様、寺田悦子様、

中村克美様、梨木信彦様、波夛野洋子様、姫本昭夫様、星野和子様、堀紙管株式会社 堀秀太様、

松原のり子様、村上建一様、村瀬信子様、村田眞様、村田眞男様、山田昭徳様、吉田章代様、

和田成子様、渡辺浩二様、渡部譲様、藁谷みち子様

〈令和7年12月30日から令和8年6月15日到着分〉

たくさんの方々から、会費や寄付をいただいております。ご支援ありがとうございます。

巣立ち会の活動にご協力をお願いします。

賛 助 会 費

●年会費 一口 3,000円

●郵便振替 口座番号 00140-4-542860

●加入者名 巣立ち会賛助会 巣立ち会賛助会 会長 松岡恒夫

収入 支出

項目 金額 項目 金額

会費収入 1,770,000 事務費・支払手数料 127,341

受取利息収入 3,613 社会福祉法人巣立ち会へ寄付 9,000,000

前期繰越金 9,758,426 次期繰越金 2,404,698

合計 11,532,039 合計 11,532,039
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